
さがみはら生物多様性ネットワークは、生物多様性を将来にわたり保全するための取組を実施し、人と自然が共生する社会の実現を目指しています。
生物多様性とは、生きものたちの豊かな個性とつながりのことです。地球上の生きものは全て直接また間接的に支えあって生きています。

　

第17号

発行　さがみはら生物多様性ネットワーク

発行日
2023年１月

　自然観察は、天候に恵まれ絶好の散策日和の中で行われました。散策コー
スは子どもたちの学習に使われているだけあって自然観察にふさわしい充実
した内容となっており、相模川の河岸段丘を行く「段丘の森」、相模川の石や
植物を観察する「河原」、中洲の動植物を観察する「田んぼ」の
３コースで行われました。日常では自然をじっくり観察する
機会は限られていますが、身近な自然環境や生き物と人との
関わりについて、講師の解説に耳を傾けながら見て触れてそ
こに潜む課題等について考える良い機会となりました。

　情報交換会では、二つの団体から活動紹介をしていただい
たほか、自然観察のグループごとで自然観察マップを作成し、
結果の共有を行いました。河岸段丘にみられる相模川の痕跡、
かぐや姫が生まれたという竹の種類、ナラ枯れや護岸工事と
いった様々な情報を参加者全員で共有することができました。
　観察できるものは四季折々変化します。皆さんも色々な
コースを歩いて自然観察してみてはいかがでしょうか。

発表いただいた皆さまありがとうございました！
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　令和４年11月９日（水）に相模川自然の村（緑区大島）周辺で会員交流会を開催
しました。対面での開催は３年ぶりでしたが、多くの方にご参加いただき、前半
は野外での自然観察、後半は「清流の里」の会議室での情報交換会を実施しました。
　自然観察では、団体会員である「さがみはら緑の風」の自然観察指導員の方々に
講師をお願いし、散策しながら周辺の自然について解説をしていただきました。
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長年放置されてきたこの森は、ナラ枯れの立ち枯れ木が
自然倒木寸前の状態で林立している。森の若返りのための
伐採時の安全確保その後の処理のために、下草刈りと伐採
作業を進めている。
草むらは、珍しい動植物の生息地となっており、生物
多様性的にはそのまま維持しておきたかったが、決断が
必要となった。このエリアが蝶、鳥、昆虫などの生息地と
なっていると「木もれびの森ガイド」にも記されている。そ
れぞれのアマチュア・専門家の探索する場にもなっている
ことを知った。
“ここももの森”が持続可能な森として、CO2を吸収する
地球温暖化(防止)対策としても有効な森にすることを進め
たい。それ故見通しのきく森、散策するための森としての
公園的管理方法から生物多様性の高い森にする方法を模索中
です。今は台風14号で発生した沢山の落枝が獣道の両脇
に置かれていて、これを整理することも併せて作業を進め
ています。

「地産地消」という言葉をご存じですか?地元で作
られた食材を地元で食べるということですが、最近
は木材や衣類、エネルギーなど様々な分野でも使わ
れるようになりました。
もともと「身土不二」という考え方があるように、

その土地の気候や風土にあった農産物は、農薬など
をたくさん使わなくても自然のエネルギーで豊かに
実るため、安全だし、栄養価が高く何より新鮮でお
いしいですね。

それだけでなく「地産地消」は、地域の農地や山林を
守ることにつながったり、輸送距離が少ないのでCO2

の排出が少なくて済んだりという効果があります。
健康にも環境にもいい「地産地消」。スーパーマー

ケットに行ったら地元野菜コーナーを覗いてみる。
農協や農家の直売所を利用する。地元の食材を使っ
ているレストランを探してみるなど、毎日の暮らし
の中で楽しみながら取り組んでくださいね。

団体会員
木もれびの森の花と木々を守る会 （愛称　ここももの会）
cocomomo2204@gmail.com
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発行者：さがみはら生物多様性ネットワーク事務局
　　　　（相模原市水みどり環境課内）
住　所：相模原市中央区中央２－11－15
電　話：０４２－７６９－８２４２　
Ｅメール：midori@city.sagamihara.kanagawa.jp

さがみはら生物多様性ネットワークに入会して、生物多様性の
保全に一緒に取り組みませんか。ネットワークの趣旨に賛同す
る個人・団体・事業者で活動に積極的に参加していただける方
であれば、どなたでも入会できます。

年会費…１口 1,000 円
　　　　個人・団体会員 /1 口以上　事業者会員 /2 口以上

HPは
こちら⇒

ポータルサイト
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seibutsu/index.html

相模原市立博物館　学芸員　秋山　幸也

生物多様性を元気にしよう③　　　
～地産地消で環境も健康もいい感じ♥～

現在会員は、20名になりました。

サルトリイバラ

ナラ枯れ木が林立している。

アシグロツユムシ


